精神障害と犯罪 : 司法精神医療の現場から by 田口 寿子



















































































































































































































































　⑴ 福島章 ＝ 中田修 ＝ 小木貞孝編『日本の精神鑑定』みすず書房，1973年




　⑷ 岡江晃『宅間守精神鑑定書 ─ 精神医療と刑事司法のはざまで』亜紀書房，2013
　　 年
　⑸ 瀧野隆浩『宮崎勤精神鑑定書 ─ 「多重人格説」を検証する』講談社，1997年
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出していかなければならないと私も考えております。
　田口先生，本日はお忙しい中，貴重なご講演を有難うございました。先生のお話を伺いま
して，刑事法の有名な学者の「最良の刑事政策は最良の社会政策である」という言葉を思い
出しました。精神障害の問題などについて伺いますと，刑務所での処遇などを充実させるよ
りも，医療や福祉を充実させることが犯罪の予防にとって有益であるということが必要だと
いうことがよく分かりました。また，犯罪予防ということに限らず，医療や福祉を充実させ
ていくことが社会全体の利益として必要なことだということを，今回ご参加下さった皆さま
に実感していただけたのではないかと思います。本日は本当に有難うございました。（拍手）
これで本日の講座を閉じたいと思います。
